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株式会社明治は、全国で食育出前授業・食育セミナー・食育ホームページ・工場見学等、幅
広い食育活動を展開しています。令和５（2023）年度、酪農が盛んな北海道の十
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地方にお
いて、「見て、食べて、体験して、学ぼう！」をテーマに、食や農への理解を深めることを目
的として、生産の現場から牛乳乳製品が食卓に届くまでを一貫して体験できるイベントを初め
て企画、開催しました。

明治十勝工場内にある「なるほどファクトリー十勝」における工場見学では、搾乳された生
乳が製品になるまでの流れや乳製品が製造される様子を見学するだけでなく、食育セミナーを
実施したり、出来上がった乳製品を食べたりすることで楽しさも演出しました。また、チーズ
を製造する巨大な設備やパックに詰められた業務用の生クリームが流れていく様子を実写とコ
ンピューターグラフィックスを組み合せた映像を用いて、より分かりやすく説明するなどの工
夫をして食に関する知識の理解が深まるように努めました。

昼食時には、生クリームの入った容器を振り続けることでできるバター作り体験を実施しま
した。会場は、容器を振り続ける子供たちから歓声があがったり、出来上がったバターをパン
に付けて食べた参加者から「美味しい。」との声があがったりするなど、盛り上がりました。
また、参加者は、牛乳乳製品を使用した食事を家族で一緒に食べることで、共食による楽しい
コミュニケーションが生まれ、笑顔溢れる時間を過ごしました。さらに、北海道新
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牧場での乳牛の乳搾りや、子牛用の大きな哺乳瓶で子牛にミルクをあげる体験も行いまし
た。酪農家から「雄の牛や、３歳以上の雌牛は食肉になるため、牧場にはいないんだよ。」と
いう説明を聞いて涙ぐむ子供や、説明の内容に驚く保護者もいるなど、「いただきます」とい
う言葉は「命をいただいている」という意味であることを実感し、あらためて食への感謝の念
を抱く契機となっています。

一連の体験を終えた後には自宅でも親子で食の大切さ等を話し合う機会ができるなど、座学
だけでは得られない経験となりました。

今後は、北海道だけでなく、他の地域でも同様の企画を展開していく予定です。搾乳から牛
乳乳製品が製造されていく過程を見て体験することで食への感謝の念を育んでもらい、食や農
への理解を深めることができるような食育活動に、引き続き取り組んでいきます。

乳牛の乳搾り体験 子牛用の大きな哺乳瓶で子牛にミルクをあげる体験

牧場や乳製品工場の見学を通して、食や命の大切さについて学ぶ
株式会社明治（東京都）
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